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住民の、生命、自由及び幸福追求権が侵害されないよう、 

知事に伊方原発稼働同意の撤回を求める決議に関する請願 

 

【請願趣旨】 

私たちは司法の力で伊方原発をとめるために裁判を行っています。裁判において私たちは「伊

方 3 号炉の安全性は証明されておらず、原告らの人格権を侵害する具体的な危険が認められるか

ら、伊方 3 号炉の運転は差し止められるべきである」と主張しており、来年３月１８日には判決

が出る予定です。 

福島原発事故から 13 年たって、政府のエネルギー政策は原発依存の方向に逆戻りしようとして

います。しかし、原発事故の非常事態宣言は解除されていません。汚染水は海に流され、炉内の

デブリ取り出しすら困難を極めています。放射線起因と見られる病に苦しむ人々、事故で避難し

家族が分断され人生が激変した人々がいます。決して福島を繰り返してはなりません。 

さらに、核廃棄物の始末は見通しが立っていません。１月１日の能登半島地震では、原発事故

の恐怖と避難計画の破綻が明らかになりました。その後も県内外で地震が相次ぎ、2 月 26 日の肱

川河口を震源とする地震、4 月 17 日には宇和島市の半島部の地下を震源とした豊後水道地震、8

月 8 日には南海トラフ地震に関する「巨大地震注意」が発出された日向灘地震が起こりました。

地震等による原発事故で、放射能の放出が起きてしまうと、実質その解消・回復はできず、憲法

第 13 条につながる住民の人格権が侵害されます。 

そうであるだけに、「人間は地震をとめることはできないが、原発はとめられる」ことを思い起

こすべきです。住民も自治体も、今という時代を構成するすべての私たちは、現在はもとより、

将来ここに暮らす人々の恐怖と不安の元になるものを取り除き、生命の安全が守られ，ここに住

まいする自由など、及び幸福追求の権利が守られるようにする責任と権利があると考えます。 

以上の趣旨によって、私たちは次の点を請願いたします。 
 

【請願事項】 

住民の、憲法 13 条に示される、「生命、自由及び幸福追求」の権利が侵害されないよう、「愛媛

県知事に四国電力伊方原子力発電所稼働同意の撤回を求める決議」を行い、その旨を知事に伝え

ること。 
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南海トラフの巨大地震の想定震源断層域

○プレート境界面深さ約30kmから深部低周波地震
が発生している領域

○プレート境界面深さ30㎞の位置を修正し、内陸側
のさらに深い方に拡大

○強震断層域：プレート境界面深さ約10㎞
○津波断層域：深さ約10kmからトラフ軸までの
領域に津波地震を引き起こすすべりを設定

○トラフ軸から富士川河
口断層帯の北端

○富士川河口断層帯の領
域も対象

○震源分布から見てプ
レートの形状が明瞭で
なくなる領域

○九州・パラオ
海 嶺 付 近 で
フィリピン海
プレートが厚
くなっている
領域

○日向灘北部か
ら南西方向に
拡大

南海トラフの巨大地震 参考

津波断層モデル 強震断層モデル
2011年

東北地方太平洋沖地震
2004年

スマトラ島沖地震
2010年

チリ中部地震
中央防災会議（2003）

強震断層域

面積 約14万ｋm2 約11万ｋm2 約10万km2

（約500㎞×約200㎞）
約18万km2

（約1200㎞×約150㎞）
約6万km2

（約400㎞×約140㎞）
約6.1万km2

モーメント
マグニチュード Ｍｗ

9.1 9.0
9.0 

（気象庁）
9.1（Ammon et al., 2005）

［9.0 （理科年表）］

8.7（Pulido et al., in 
press)

［8.8（理科年表）］
8.7

地震の規模

※海底地形図は海上保安庁
提供データによる

強震断層域（津波断層域の主部断層）

津波地震を検討する領域（津波断層域
に追加する領域）

中央防災会議(2003)の強震断層域、
津波断層域

トラフ軸

南海トラフの巨大地震

（津波断層モデル） (強震断層モデル)

面積 約14万ｋm2 約11万ｋm2

モーメント
マグニチュード Ｍｗ

9.1 9.0
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ふくしま

3.11甲状腺がん裁判から見えてきたこと

2023.06.27 

OurPlanet-TV代表理事白石草

2022年1月、福島第一原発事故当時6歳から16歳だった男女6人が、自身が甲状腺がんに曜患したのは原

発事故に伴う放射線被ばくによるものだとして、東京電力に損害賠償を求める裁判を東京地裁に提起し

た。 9月には、新たに一人が追加提訴し、現在7人の若者が裁判を戦っている。

裁判の最大の争点は、放射線被ばくと甲状腺がんの因果関係だ。原告側の弁護団は、病気が通常よりも

大幅に増えているのは、原発事故による被ぱく影響であると主張。過去の公害裁判などと同様に疫学的

なアプローチによって因果関係を認めるべきだとの立場に立つ。

一方、被告・東京電力側は、 UNSCEAR(原子放射線の影響に関する国連科学委員会)が2020年に公表

した報告書をもとに、原告の被ばく線量は10mSv(ミリシーベルト)以下であり、甲状腺がんを発症さ

せる線量ではないと反論している。また、甲状腺がんが多く見つかっているのは、精度の高い検査によ

る結果であると主張する。

原告の原因確率940/0以上
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片品吠腺がんは、通常100万人に1""2人程度とされる希少ながんだ。放射性ヨウ素などの放射性物質を取

り込むことでがんが発症することがわかっており、特に小児は、被ぱくが最大のリスク要因とされる。

チェルノブイリ原発事故後も、この小児甲状腺がんが多発し、被ばくによる晩発性の病気としては唯

一、国際機闘が被ばくとの因果関係を認めた。つまり、原発事故が起きると、誰もが最初に心配する健

康影響が、子ども甲状腺がんといえる。

こうした背景もあり、原発事故後、福島県内では、事故当時18歳以下だった38万人を対象に、甲状腺検

査が実施されてきた。対象者は2年1回、甲状腹の工コー検査を受け、 5ミリ以上の結節病変などが見つ

かると、精密検査を受ける。さらに、この精密検査で、がんの疑いが濃厚になると、今度は、結節に針

を刺して細胞をとり、悪性腫蕩かどうかを判断する「穿刺細胞診」を実施するという仕組みだ。

現在は5巡回の検査が行われており、この穿刺細胞診で悪性と判断された子どもは、 12年間で300人に

のぼる。また2017年には、検査の枠組みで公表されている人数から漏れている人の存在が明らかにな

り、全国がん登録との紐付け作業が行われた結果、 2018年までに43人もの人が、公表データ以外で甲

状腺がん手術を受けていたことが判明した。

原告側弁護団は、これら県民健康調査での多発を背景に、 11月に聞かれた第3回口頭弁論で、原告7人

が、放射線被ばくによって甲状腺がんとなった確率(これを「原因確率」という)が、 94%以上である

との専門家意見書を裁判所に提出した。これは、アスベスト被害や四日市公害訴訟など、過去の公害に

比べて、はるかに高い確率である。

また1月に聞かれた第4回口頭弁論では、福島市紅葉山のモニタリングポストに残されていた放射性ヨウ

素131の時間ごとの大気中濃度データをもとに、甲状腺被ばく線量を推計した専門家の意見書を提出。

高濃度の放射性ブルームが到来した3月15日一晩だけで、呼吸による放射性ヨウ素131の甲状腺被ぱく

線量が約60mSvにのぼると主張した。

原告は、 ICRP(国際放射線防護委員会)のLNTモデル(闇値無し直線仮説)に基づき、放射線被ばくに

よる健康影響に闇値はなく、線量が非常に低くても、病気になる可能性はあるとの立場をとるが、被告

が主張する被ぱく線量はあまりにも過小評価であり、信頼性が低いと指摘したのである。

過酷な治療を経験した原告たち

l反達は大学を卒業し、就職をして安定した生活が送れている。友達をどうしても羨望の眼差しでみて

しまう。別に友達を妬んだりはしたくないのに、そういう感情が生まれてしまうのがつらい。』

この裁判で今、傍聴者を強く惹きつけているのが、原告の意見陳述だ。昨年5月の第1回口頭弁論で法廷

に立ったのは、事故当時中学3年生だった女性だ。女性は、県の検査で甲状腺がんが見つかり、高校3年

生の夏、甲状腺がんを半分だけ摘出したが、大学入学後に再発が発覚。肺にも転移していることがわか

り、 1年生の1学期で大学を中退した。以来8年間、治療中心の生活を送っている。

軽い病気だと見られがちな甲状腺がん。被告側は、福島で見つかった甲状腺がんは、将来、治療のない
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がんを摘出している「過剰診断」の可能性を指摘する。しかし、原告7人の病状は生やさしいものでは

ない。

女性は、甲状腺がヨウ素を取り込むという性質を利用して、敢えて高濃度の放射性ヨウ素を服用して甲

状腺細胞を内部被ばくさせて、がんを破壊する「アイソトープ治療」も受けた。放射線マークがあちこ

ちにある長い廊下を通り、コンクリートで固められた個室に入ると、鉛の容器に入った薬を内服する。

いったん、薬を飲むと、自分の体が放射線源となり、高い放射線を放つため、誰も彼女には近づけな

い。気持ちが悪くなっても、看護師が自室に来ることはなく、自分で対処しなければならない。これま

で家族の前で気丈に振る舞ってきた女性だが、検査でがんが見つかった場面やアイソトープ治療の場面

にさしかかると、大きく声を震わせた。

「もとの身体に戻りたい。そう、どんなに願っても、もう戻ることはできません。この裁判を通じて、

甲状腺がん患者に対する補償が実現することを願います。』

この裁判の原告は、裁判を起こしながらも、自分が被害者であるという意識は希薄だ。あまりに過酷な

経験をしているため、心に苦しみを封じ込めたまま、目を背けている。しかし、女性は意見陳述書を作

る過程で、自身の心に向き合ううちに、徐々に言葉が湧き上がるようになったという。

ただ、この裁判で気になるのが、裁判官の訴訟指揮だ。大法廷の使用を避けたり、原告の意見陳述がな

かなか認められなかったり、原告側ヘ対する嫌がらせのような対応が続く。東京地裁には、毎回、多く

の傍聴希望者が詰めかけているが、一般傍聴席は毎回25席以下。法廷での白熱の審理を見られる人は少

ない。また報道も少ないため、裁判そのものを知る人が少ないのも課題だ。
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私たちは司法の力で伊方原発をとめるために裁判を行っています。裁判において私たちは「伊

方 3 号炉の安全性は証明されておらず、原告らの人格権を侵害する具体的な危険が認められるか

ら、伊方 3 号炉の運転は差し止められるべきである」と主張しており、来年３月１８日には判決

が出る予定です。 

福島原発事故から 13 年たって、政府のエネルギー政策は原発依存の方向に逆戻りしようとして

います。しかし、原発事故の非常事態宣言は解除されていません。汚染水は海に流され、炉内の

デブリ取り出しすら困難を極めています。放射線起因と見られる病に苦しむ人々、事故で避難し

家族が分断され人生が激変した人々がいます。決して福島を繰り返してはなりません。 

さらに、核廃棄物の始末は見通しが立っていません。１月１日の能登半島地震では、原発事故

の恐怖と避難計画の破綻が明らかになりました。その後も県内外で地震が相次ぎ、2 月 26 日の肱

川河口を震源とする地震、4 月 17 日には宇和島市の半島部の地下を震源とした豊後水道地震、8

月 8 日には南海トラフ地震に関する「巨大地震注意」が発出された日向灘地震が起こりました。

地震等による原発事故で、放射能の放出が起きてしまうと、実質その解消・回復はできず、憲法

第 13 条につながる住民の人格権が侵害されます。 

そうであるだけに、「人間は地震をとめることはできないが、原発はとめられる」ことを思い起

こすべきです。住民も自治体も、今という時代を構成するすべての私たちは、現在はもとより、

将来ここに暮らす人々の恐怖と不安の元になるものを取り除き、生命の安全が守られ，ここに住

まいする自由など、及び幸福追求の権利が守られるようにする責任と権利があると考えます。 

以上の趣旨によって、私たちは次の点を請願いたします。 
 

【請願事項】 

住民の、憲法 13 条に示される、「生命、自由及び幸福追求」の権利が侵害されないよう、「愛媛

県知事に四国電力伊方原子力発電所稼働同意の撤回を求める決議」を行い、その旨を知事に伝え

ること。 
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核のごみ処分地「⽇本に適地はない」 地質学者ら300⼈
が声明公表
佐々⽊英輔 2023年10⽉30⽇ 19時40分

l ist 49

⼩熊英⼆さんのコメント

  原発 の 使⽤済み核燃料 から出る ⾼レベル
放射性廃棄物 （ 核のごみ ）の処分地選びを
めぐり、地球科学の専門家有志が30⽇、「⽇
本に適地はない」とする声明を公表した。 地
殻変動 の激しい⽇本では、廃棄物を10万年に
わたって地下に閉じ込められる場所を選ぶの
は不可能と指摘。処分の抜本的な⾒直しを求
めた。

 声明には、⽇本 地質学 会の会⻑経験者を含
む研究者、教育関係者や 地質コンサルタント
ら300⼈あまりが名を連ねた。

 核のごみの処分⼿続きを定めた最終処分法
は、場所を探せば、地下への「 地層処分 」が
できる前提で2000年に成⽴した。

 声明は「 ⽇本列島 は複数のプレートが収束
する⽕⼭・地震の活発な変動帯」と指摘。先
⾏する北欧と同列に扱い、封じ込めの技術で
安全性が保証されるとみなすのは「論外」と
批判した。

 岩盤が不均質で⻲裂も多いうえ、 活断層 が未確認の場所でも地震が発⽣。地下⽔の流れ
が変化し、⻲裂や断層を伝って 放射性物質 が漏れ出す可能性があり、10万年にわたり影響
を受けない場所を選ぶのは「現状では不可能」と主張。最終処分法を廃⽌し、地上での暫定
保管も含め、中⽴的な第三者機関を設けて再検討するよう求めている。

 核のごみの処分地選びでは、北海道寿都町と神恵内村で、3段階の調査の第1段階にあたる

注目の連載記事 もっと⾒る

⾼校思い出クリック〜⻘春群像記〜

埼⽟県⽴伊奈学園総合⾼校 
「⼈⽣が変わるぞ」 ⽗は進
学を勧めた

メディア空間考

年⾦改⾰の消えた本命案 メ
ディアは巷の不安を伝えるだ
けでなく

学習院⼤学 [PR]

⽂系でも「データサイエンス」
の学び必要︖学ぶ意義とは

注目情報

「相続のキホン」
相続で家族を困らせない基礎知識
専門税理⼠に聞く法改正の背景とは

UCCの独⾃研究で発⾒
おいしさと機能を追求したコーヒー
「トリゴネリン」のチカラ

世代を超えたものづくり
⾃然豊かな信州塩尻の地で
⽣み出されるスプリングドライブ

UCCの独⾃研究で発⾒
「コーヒー由来トリゴネリン」のチカラ

グランドセイコーをきっかけに、
⽩樺林保全の新たな取り組みへ

三菱商事 素材ビジネスの最前線
常識にとらわれない果敢なチャレンジ

俳優・阿南健治さんも経験
「帯状疱疹」はどんな病気︖

マイナス⾦利解除︕ミキティと学ぶ

トランプ再来 「闇バイト」犯罪 速報 朝刊 ⼣刊 連載 ランキング お申し込み ログイン

トップ 社会 経済 政治 国際 スポーツ オピニオン IT・科学 ⽂化・芸能 ライフ 教育・⼦育て 医療・健康 地域

核のごみ処分をめぐり「⽇本に適地はない」との声
明を発表する呼びかけ⼈ら=東京・永⽥町

[PR]

核のごみ処分地「⽇本に適地はない」 地質学者ら300⼈... https://www.asahi.com/articles/ASRBZ641WRBWPLZU001.html

1 / 5 2024/12/10 8:56
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twada18sv
タイプライターテキスト
P11～19の能登関連資料は北野進さん（元石川県議）の松山市での講演資料より
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twada18sv
タイプライターテキスト
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東北地方太平洋沖地震の震源 （北緯 38 度 06.2 分　東経 142 度 51.8 分） から

　東京電力福島第一原発までの距離＝ 177km

能登半島地震の震源 （北緯 37 度 29.7 分　東経 137 度 16.2 分） から

　志賀原発までの距離＝ 68km
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twada18sv
タイプライターテキスト
【2011年3月11日発生。最大震度7。マグニチュード9.0。震源深さ約24km】

twada18sv
タイプライターテキスト
【2024年1月1日発生】最大震度7マグニチュード7.6震源の深さ16km
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判 レストラン H四 ホデル u白アクティピテイ

【2024年2月26日発生】

最大震度4

マグニチュード5.1 

震源の深さ約50km

de:磁を演JA

合計ge:n21.28 km (13.22マイル)23
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台
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、
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ie灘を測定

地図をクリックして経路にi!'I1JOI ます

合計~êiij!: 33.42 km (20.77マイル)25

twada18sv
タイプライターテキスト
【2024年4月17日発生】

twada18sv
タイプライターテキスト

twada18sv
タイプライターテキスト

twada18sv
タイプライターテキスト

twada18sv
タイプライターテキスト

twada18sv
タイプライターテキスト
最大震度6弱
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２０２４年１２月５日 

松山市議会 

議長 原 俊司 様 

請願者 

伊方原発をとめる会 

松山市中央 2 丁目 23-1 

平岡ビル 201 

事務局長 須藤 昭男 
 

紹介議員 

小崎愛子 

杉村千栄 

田渕紀子 

梶原時義 

門田寛子 

（議員署名は直筆による。掲載順は実記載の通り） 

住民の、生命、自由及び幸福追求権が侵害されないよう、 

知事に伊方原発稼働同意の撤回を求める決議に関する請願 

 

【請願趣旨】 

私たちは司法の力で伊方原発をとめるために裁判を行っています。裁判において私たちは「伊

方 3 号炉の安全性は証明されておらず、原告らの人格権を侵害する具体的な危険が認められるか

ら、伊方 3 号炉の運転は差し止められるべきである」と主張しており、来年３月１８日には判決

が出る予定です。 

福島原発事故から 13 年たって、政府のエネルギー政策は原発依存の方向に逆戻りしようとして

います。しかし、原発事故の非常事態宣言は解除されていません。汚染水は海に流され、炉内の

デブリ取り出しすら困難を極めています。放射線起因と見られる病に苦しむ人々、事故で避難し

家族が分断され人生が激変した人々がいます。決して福島を繰り返してはなりません。 

さらに、核廃棄物の始末は見通しが立っていません。１月１日の能登半島地震では、原発事故

の恐怖と避難計画の破綻が明らかになりました。その後も県内外で地震が相次ぎ、2 月 26 日の肱

川河口を震源とする地震、4 月 17 日には宇和島市の半島部の地下を震源とした豊後水道地震、8

月 8 日には南海トラフ地震に関する「巨大地震注意」が発出された日向灘地震が起こりました。

地震等による原発事故で、放射能の放出が起きてしまうと、実質その解消・回復はできず、憲法

第 13 条につながる住民の人格権が侵害されます。 

そうであるだけに、「人間は地震をとめることはできないが、原発はとめられる」ことを思い起

こすべきです。住民も自治体も、今という時代を構成するすべての私たちは、現在はもとより、

将来ここに暮らす人々の恐怖と不安の元になるものを取り除き、生命の安全が守られ，ここに住

まいする自由など、及び幸福追求の権利が守られるようにする責任と権利があると考えます。 

以上の趣旨によって、私たちは次の点を請願いたします。 
 

【請願事項】 

住民の、憲法 13 条に示される、「生命、自由及び幸福追求」の権利が侵害されないよう、「愛媛

県知事に四国電力伊方原子力発電所稼働同意の撤回を求める決議」を行い、その旨を知事に伝え

ること。 
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司
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述
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史
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踏
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翌
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①
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懸
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安全だ2.4%

国を信頼している

8.1% に
安全対策が十分
取られている

伊
方
原
発
の
稼
働
に
つ
い
て
、
「賛
成
」

「ど
ち
ら
か
と
い
う
と
賛
成
」
計
ぬ

・
1

%
に
対
し
、
「ど
ち
ら
か
と
い
う
と
反
対
」

「反
対
」
は
計
印

・
9
%
で
、
調
査
開
始

以
来
初
め
て
賛
成
側
が
反
対
側
を
上
回
っ

た
前
回
調
査
か
ら
再
逆
転
し
た
。

た
だ
、
い
ず
れ
も

「ど
ち
ら
か
と
い
う

と
」
と
い
う
回
答
が
約
3
割
に
上
り
、
消

極
的
に
選
択
し
て
い
る
可
能
性
が
う
か
が

え
た
。

国を信頼できない
-9.2% 

40 

電力不足が心配だ-
48.0% 

安全対策が不十分だ
-20.6% 

電力が足りている
1.5% 

60 

使用済み核燃料処理
一策が決まっていない
26.0% 

ーその他2.3%100 

原発は地球温暖化
対策になる
5.7% 

80 
電気料金の引き
上げが困る 一一一

17.1% 

その他6.5%---r 

賛
堕
理
由
に
つ
い
て

「電
力
不
足
が
心

唄
だ
」
が
必
・
0
%
で
最
多
。
「
電
気
刺

金
の
引
き
上
げ
が
因
る
」
が
口

・
1
%
で

続
い
た
。

反
対
理
由
で
は

「原
発
は
も
と
も
と

危
険
だ
」

(刊

・
5
%
)
が
最
も
多
く
、

「使
用
済
み
核
燃
料
処
理
策
が
決
ま
っ

て
い
な
い
」

(お

・
0
%
)
、

「安
全
対

策
が
不
十
分
だ
」

(m
・
6
%
)
の
順
だ

っ
た
。
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③
避
難
計
画
④
避
難
不
安

9.4釘減「実効性ある」

放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
る

重
大
事
故
に
備
え
た
県
広
域
避

難
計
画
の
実
効
性
を
問
う
と
、

「実
効
性
が
あ
る
」
「
ど
ち
ら

33.6 
42.6 

38.4 

36.6 
32.9 

32.9 
20 40 

どちらかというと実効性はある
その他

. 2024年3月一14.1

避 23年3月 14.5
難 滋3月 9.4

5十 21年3月 10.4
画 20年3月 10.4

の 19年3月 8.1
零 0(%)

荏 実効性はある
・実矧主はない

か
と
い
う
と
実
効
性
が
あ
る
」

が
計
灯

・
7
%で、

「実
効
性

が
な
い
」
「
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
実
効
性
が
な
い
」
の
計
必

・

5
%を
上
回
っ
た
が
、
前
回
調

査
か
ら
は
9

・
4
W下
が
っ

た
。県

が
毎
年
秋
に
実
施
し
て
い

-重大事故時の避難の不安

新型コロナウイルスの
感染防止対策0.0%
その他2.5%

る
原
子
力
防
災
訓
練
に
つ
い
て

「計
画
も
訓
練
も
知
ら
な
か
っ

た
」

(
中
予
の

ω代
女
性
会
社

員
)
と
い
う
記
述
も
あ
り
、
県

民
へ
の
浸
透
は
引
当
続
き
諜
題

だ
。重

大
事
故
時
の
避
難
に
関
す

る
不
安
に
つ
い
て

「被
ば
く
や

汚
染
」
が

m
・4
%、
「地
震

な
ど
の
複
合
災
害
に
よ
る
道
路

や
家
屋
の
倒
嬢
」
が

ω・
3
%

だ
っ
た
。

情報伝達2.5%
被ぱく医療態勢
(安定ヨウ剥jの服用含む)1 

避難住民の
自治体の受け入れ態勢ヴ.6%

高齢者など要支援者の避難4.2%

避難の際の交通渋滞4.2%
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，.
0
2
2年
2
月
の
ロ
シ
ア
に
よ

a
a
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
、

世
界
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
は
一
変
し

た。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
途
絶
や
価
格

高
騰
を
受
け
、
日
本
で
は

「
脱
炭
素

・

再
エ
ネ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
」

と
の
見
解

も
多
く
聞
か
れ
る
。
本
当
だ
ろ
う
か
。

侵
攻
発
生
後
1
カ
月
も
し
な
い
段
階

で
、国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関

(I
E
A
)

は
緊
急
声
明
(
叩
項
目
の
計
画
)
を
公

表
し
た
。

一
部
を
引
用
し
て
筆
者
が
仮

石油
2.8% 

1¥イオ
4.6% 

(注)%の数字は各電機構成における比率 (出所)lEA報告書fNetZero by 2050Jより鋒者作成

訳
す
る
と
、
次
の
3
点
に
な
る
。

マ
再
エ
ネ
の
設
備
容
量
の
追
加
を
更
に

迅
速
に
進
め
る
た
め
の
協
調
的
な
政
策

努
力
に
よ
り
、

M
年
に
は
さ
ら
に
却
テラ

け
時
(
テ
ラ
は
1
兆
)
を
供
給
で
き
る
。

ほ
と
ん
ど
は

(中
略
)
大
規
模
風
力

・

太
陽
光
発
電
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

マ
屋
根
置
き
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

導
入
を
早
め
れ
ば
、
消
費
者
負
担
を
軽

減
で
き
る
。
(
中
略
)屋
上
太
陽
光
発
電

は
、
最
大
で
日
テ
ラ門y

時
増
加
す
る
。

マ
適
切
な
優
遇
措
置
と
持
続
可
能
な
供

給
が
あ
れ
ば
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
は
辺

年
に
最
大
田
テラ
サ
時
を
増
加
で
き
る
。

緊
急
声
明
で
は
、
右
の
引
用
に
続
き
、

原
子
力
も
却
テ
b
y時
増
加
で
き
る
と
書

か
れ
て
い
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
優
先

順
位
で
、
登
場
順
で
は
⑤
風
力
+
太
陽

道
②
バ
イ
オ
マ
ス
③
原
子
力
、
発
電
電

力
量
順
で
あ
れ
ば
①
バ
イ
オ
マ
ス
②
太

陽
光
+
風
左
①
原
子
力
、
と
な
る
。
「再

エ
ネ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
」
で
は
な
く
、

む
し
ろ
、
再
エ
ネ
こ
そ
が
優
先
的
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

侵
攻
後
、
速
や
か
に
声
明
を
出
し
た

の
は
I
E
Aだ
け
で
は
な
い
。
国
連
は

辺
年
4
月
辺
日
の
段
階
で
プ
レ
ス
リ
リ

ー
ス
(
日
本
語
訳
も
あ
り
)
を
発
表
し

て
お
り
、
次
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。

「今
こ
そ
危
機
を
機
会
に
変
え
る
時

だ
。
石
炭
や
そ
の
他
全
て
の
化
石
燃
料

の
積
極
的
段
階
的
廃
止
と
、
再
エ
ネ
導

50 
(年)

図2 IEAによる再工ネ導入率の将来予測は、
(%) 報告書が更新されるととに上昇している

占電 100
め源 Net Zero(2021) ーー
る4者。門 一・坦・・・・・・・岡田・・
事成 口υ _.....・? ~WE02020

( 

主持発 6印O …1 耳.......  '!:.凶...  ~!~;: ... '〆バよ玄げβw阿仰E印02018
比電 . :.哩〆.て主.-:.，.. 岳.'戸-一r二4'戸....WE02016
率電 宅3μ~~川.. d♂..-川5二;.....WE印02014
力 40 ………………………コ 祭必~::..-~..~-~.~:::

量 ~:::.......・-回'WE020 1 2，、 _--官盃..........---
I 20;;;;ー岬圃ー・田-_.………………………一
三 ¥実績

に 0'
2010 20 30 40 

(出所)IEA報告省fNetZero by 2日5OJlJl.ぴ、fWorldEnergy 0叫look(WEO)J2012
-20年版よ句録者作成

入
と
公
正
な
移
行
の
加
速
化
に
向
け
協

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

さ
ら
に
猷
州
連
合
で
も
、

4
月
辺
日

に
フ
ォ
ン
デ
ア
ラ
イ
エ
ン
殴
州
委
員
長

の
声
明
で

「我
々
が
す
べ
き
こ
と
は
ロ

シ
ア
の
化
石
燃
料
か
ら
の
タ乏
様
化
だ
け

で
な
く
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対

す
る
大
規
模
投
資
だ
」

(筆
者
仮
訳
)
と

の
発
言
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
先
立
つ

3
月
初
日
に
パ
イ
デ
ン
米
大
統
領
は
演

説
で

「長
期
的
に
は
、
経
済
安
全
保
障

と
国
家
安
全
保
障
の
問
題
と
し
て
、
ま

た
地
球
の
存
続
の
た
め
に
、
私
た
ち
は

皆
、
ク
リ
ー
ン
で
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
で
き
る
だ
け
早
く
移
行
す
る
必

2023.2.28週刊エコノミスト 78 
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E霊童|ウクライナ侵攻1年

鉄鋼

二酸化農棄直接回収(DACS)l' 

水素由来燃料

トラック

船舶

自動車

鉄鋼

バイオエネルギー
ノ、イオマスccus火力

バイオ燃料(CCUS)

バイオ燃料

要
が
あ
る
」
(筆
者
仮
訳
)
と
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
世
界
の
主
要
機
関
や

国

・
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、
次
々

と

「再
エ
ネ
導
入
の
加
速
化
」
を
発
信

し
て
い
る
。

2
0
5
0年
に
再
工
ネ
9
割

侵
攻
以
前
の
剖
年
5
月
の
段
階
で
、

I
E
Aか
ら
「
2
0
5
0年
ネ
ッ
ト
ゼ

ロ
」
と
い
う
報
告
書
が
発
表
さ
れ
た
。

同
報
告
書
に
は
、

産
業
革
命
以
降
の
気

温
上
昇
を
1
・
5
度
に
抑
え
る
た
め
の

シ
ナ
リ
オ
と
し
て
、
印
年
の
電
源
構
成

二酸化炭素削減への貢献度ツートップは「太陽光」と「風力J郎

助
太陽光

風力

電気自動車

電気トラyク

ヒートポンプ

電炉F試作機段階

二酸化炭素回収・利用・貯留(CCUS)
L 

セメント

火力発電

(
発
電
電
力
量
ベ
l
ス
)
に
お
け
る
再
エ

ネ
比
率
が
部
%
に
達
す
る
(図
1
)
と

い
う
重
要
な
情
報
が
掲
載
さ
れ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
を
紹
介
す
る
日
本
の

報
道
は
非
常
に
少
な
い
。
日
本
で
は
多

く
の
人
が

「閃
年
に
再
エ
ネ
9
剖
」
と

い
う
国
際
的
な
共
有
ビ
ジ
ョ
ン
を

「知

ら
さ
れ
て
い
な
い
」
状
況
に
あ
る
。
さ

ら
に
、

情
報
を
知
り
得
た
人
の
中
に
は

「
9
割
」
と
の
数
値
を
驚
き
や
衝
撃
を
持

っ
て
迎
え
た
人
も
い
る
。
し
か
し
図
2

の
通
り
、
日
年
前
か
ら
国
際
動
向
を
見

て
い
れ
ば
、

再
エ
ネ
の
右
肩
上
が
り
の

潮
流
は
容
易
に
予
想
で
き
る
。

80 100 120 
(+億卜:.--(炭素換算))

60 40 20 

実
際
、
国
際
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
関

(
I
R
E
N
A
)
も
同
様
の
分
析

を
行
っ
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
再
エ
ネ
比

率
的
%
と
の
見
通
し
を
公
表
し
て
い

る
。
日
本
で
は
、
「再
エ
ネ
は
3
割
程
度

ま
で
し
か
入
ら
な
い
」
と
い
う
叩
年
前

の
古
い
情
報
の
ま
ま
、
い
ま
だ
更
新
さ

れ
て
い
な
い
人
も

(特
に
政
策
決
定
者

や
産
業
界
の
意
思
決
定
層
で
)
多
い
の

か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
こ
の
「
印
年
再
エ
ネ
9
割
」

と
い
う
数
値
は、

侵
攻
以
降
の
泣
年
同

月
に
公
表
さ
れ
た
、
I
E
A
の
報
告
書

「
世
界
エ
ネ
ル
ギ
ー
展
望
2
0
2
2年

版
」
で
も
全
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。
侵

攻
で
短
期
的
に
石
炭
火
力
の
増
加
や
脱

原
発
の
遅
延
が
あ
る
に
せ
よ

「中
長
期

的
な
脱
炭
素
の
方
向
性
は
変
わ
ら
ず
、

再
エ
ネ
の
大
量
導
入
は
む
し
ろ
加
速
す

る
」
が
国
際
的
な
共
通
認
識
だ
。

(出所)IEA報告書fNetZero by 2050Jの掲載図を迭に筆者綴訳

第

3
位
に
電
気
自
動
車

I
E
A
の
報
告
書
で
は
、
ど
の
技
術

で
実
質
的
に
二
酸
化
炭
素
を
削
減
で
き

る
か
を
示
し
た
図
も
あ
る
(図
3
)。
日

本
で
は

「再
エ
ネ
だ
け
が
脱
炭
素
の
手

段
で
は
な
い
」
と
り
つ
主
張
の
も
と
、

再
エ
ネ
大
量
導
入
に
懐
疑
的
な
姿
勢
も

多
い
が
、
図
3
か
ら
明
ら
か
な
通
り、

国
際
的
に
は
脱
炭
素
の
主
役
は
風
力
・

太
陽
光
が
断
ト
ツ
の
ツ
l
ト
ッ
プ
で
あ

る
。
第
3
位
に
電
気
自
動
車
が
貢
献
し

て
い
る
の
も
興
味
深
い
。

I
E
A
に
限
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
国

際
機
関
が
公
表
す
る
将
来
見
通
し
は
、

技
術
経
済
モ
デ
ル
を
用
い
た
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ

ン
な
ど
科
学
的
に
分
析
さ
れ
た

も
の
が
多
い
。
な
お
、
こ
こ
で
の

「科

学」

と
は
、
「科
学
技
術
」
だ
け
で
は
な

く
、
経
済
学
や
政
策
学
な
ど

「社
会
科

学」

も
含
む
。
科
学
的
方
法
論
に
立

っ

た
政
策
決
定
や
予
算
配
分
が

「根
拠
に

基
づ
く
政
策
決
定

(
E
B
P
M
)」
だ
。

E
B
P
M
は
却
世
紀
末
ご
ろ
か
ら
国
際

的
に
理
論
や
社
会
実
装
が
進
む
。

翻
っ
て
日
本
は
ど
う
か
。
風
力

・
太

陽
光

・
電
気
自
動
車
と
い
う
脱
炭
素
実

現
へ
の
最
有
力
候
補
に
、
十
分
な
予
算

や
投
資
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
だ
ろ

う
か
。
脱
炭
素
の
選
択
肢
を
増
や
す
こ

と
自
体
は
悪
い
こ
と
で
は
な
い
が
、

危

機
に
便
乗
し
、
不
都
合
か
ら
目
を
そ
ら

し
て
科
学
的
方
法
論
で
は
な
い
配
分
が

な
さ
れ
て
い
な
い
か
。

政
策
や
予
算

・
投
資
配
分
は

(さ
ら

に
は
報
道
の
配
分
も
)、科
学
的
方
法
論

に
基
づ
く
優
先
順
位
や
重
要
度
を
考
慮

し
た
意
思
決
定
が
望
ま
し
い
。
侵
攻
後

の
脱
炭
素

・
再
エ
ネ
に
関
す
る
内
外
情

報
ギ
ャ
ッ
プ
は
、
科
学
技
術
立
国
で
あ

る
は
ず
の
日
本
が
科
学
的
方
法
論
の
不

在
と
い
う
、
別
の
大
き
な
危
機
に
直
面

し
て
い
る
兆
候
か
も
し
れ
な
い
。

ヨ
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本実証事業

再生可能エネルギー電力の

安定供給と導入拡大に貢献

日本の最先端の大型蓄電池システムを世界に

33
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2１．実証事業の概要

〔大容量蓄電システムの設置場所〕

設置場所については、工事工程面の制約から社有地への設置を前提に検討した結果、大容量蓄電

システムの設置スペース・費用等を勘案し、既存の豊前発電所の空きスペースに「豊前蓄電池変電所」

という新たな変電所として設置

大容量蓄電システムの設置場所

九州電力 豊前発電所 [ 100万kW ( 1号：50万kW 2号：50万kW ) ]

・発電所構内の空スペースに大容量蓄電システムを設置（変電所新設）【施工：三菱電機】
・蓄電池種類：NAS電池【製造者：日本ガイシ】
・蓄電池容量：5万kW（30万kWh）

〔実証事業の採択〕

平成27年4月、国（経済産業省）の補助事業の交付決定を受け、「大容量蓄電システム需給バランス

改善実証事業」に関する取組みを開始（単年度事業）

平成28年4月、「大型蓄電システムによる需給バランス改善実証事業」に採択（単年度事業）
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4

現場写真【蓄電池設備】

PCS収納パッケージ
1号バンク

（ H28.2.10 運用開始）

2号バンク
（ H28.3.3 運用開始）

6kV受電設備収納パッケージ

66/6kV連系用変圧器
（30,000kVA × 2台）

ＮＡＳ電池サブユニット
（800kW）

ＮＡＳ電池コンテナ
全252台
・出力 200kW/台
・合計 50,400kW

１．実証事業の概要（つづき）
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⽇⽴ABBパワーグリッド社が、ドイツの送電事業者であ
るアンプリオン社から、 送電網の安定化に寄与する世界
最⼤容量のSTATCOMを受注

⽇⽴ABBパワーグリッド社(CEO:Claudio Facchin(クラウディオ・ファキン))は、ドイツ連邦

共和国(以下 ドイツ)の⼤⼿送電会社 Amprion (以下 アンプリオン社) から300MVArと世界最

⼤容量*1600 MVArのSTATCOM(Static Compensator:静⽌型無効電⼒補償装置)を受注しまし

た。今回受注したSTATCOMは、⽇⽴ABBパワーグリッド社の3D CADおよびデジタルエンジ

ニアリングツールにより設計され、モジュール化を実現し、送電網への迅速かつ効率的な展

開を可能にします。

ドイツは、2050年までに再⽣可能エネルギーの⽐率を80%にすることをめざしており、⽕⼒

や原⼦⼒といった従来型発電所の閉鎖を含む⼤きな変⾰が起きています。従来型発電所の閉

鎖が進むと、その基本的な機能の⼀つである無効電⼒の供給が減少し、送電網の不安定化や

停電の原因となる瞬間的な停電や過電圧といった電圧変動を抑えることが困難になります。

そこで、送電網内の選択されたポイントにSTATCOMを設置することによって、無効電⼒を供

給し、送電網の安定性と電⼒品質を維持する必要があります。

 ドイツの4⼤送電事業者であるアンプリオン社、50Hertz(50ヘルツ)社、TenneT(テネット)

社、TransnetBW(トランスネットBW)社は、再⽣可能エネルギーへの移⾏に伴う送電網の安

定化を図るため、2030年までに約70台のSTATCOM等系統安定化ソリューションの設置を想

定しています。このうち⽇⽴ABBパワーグリッド社は、これまでに発注された案件の約半数

を受注しています。

⽇⽴ABBパワーグリッド社のグリッドインテグレーションビジネスユニット担当役員である

Niklas Persson(ニクラス・パーソン)は、「ドイツの再⽣可能エネルギーへの移⾏において、

重要な役割を果たせることを改めて喜んでいます。当社の電⼒品質ソリューションにより、

送電網と電圧の安定性を維持しながら、送電システムを通じて、⼤量の再⽣可能エネルギー

による電⼒を効率的かつ確実に送電することが可能になります。」と、述べています。

アンプリオン社の最⾼技術責任者であるDr. Hendrik Neumann(ヘンドリック・ノイマン博⼠)

は、「エネルギーシステムの転換には、多くの⾰新的なソリューションが必要です。⽇⽴

ABBパワーグリッド社のような、経験豊富なテクノロジーパートナーと⼀緒に、将来に向け

て安定した送電網を構築できることを非常に嬉しく思います。世界で最も強⼒なSTATCOM

は、柔軟かつ効率的に無効電⼒を供給することを可能にします。」と述べています。

⽇⽴ABBパワーグリッド社は、ドイツのエネルギー転換に⼤きく貢献するソリューションを

多数受注しています。これには、ドイツとノルウェー王国間のNordLink HVDC国際連系線の

変換所や、ドイツ沖の900MWのDolWin5洋上風⼒発電所を接続するためのHVDC変換所、ド

イツとデンマーク王国の送電網とバルト海の⼆つの洋上風⼒発電所を接続するクリーガー

ズ・フラック複合グリッド・ソリューション、そして、テネット社の送電システムを通じ

て、より多くの再⽣可能エネルギーをドイツの北部から南部に送電する為の電⼒品質ソ

⽇⽴ABBパワーグリッド社が、ドイツの送電事業者であ... https://www.hitachienergy.com/jp/ja/news/press-releases/20...
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Press Release | Zurich, Switzerland | 03-08-2022 | 1 min read

⽇⽴エナジーが、ドイツSuedLink DC 4連系線向け⾃励式HVDCを受注

ドイツの500万世帯相当の電⼒供給を⽀援し、2045年カーボンニュートラ
ル目標の達成に貢献
このページをシェアする

Home  News  ⽇⽴エナジーが、ドイツSuedLink DC 4連系線向け⾃励式HVDCを受注

    

⽇⽴エナジーは、ドイツ連邦共和国(以下、ドイツ)の⼤⼿送電事業者である
TenneT(テネット)およびTransnetBW(トランスネットBW)から、ドイツ北部のヴィ
ルスターと南部のベルグリンフェルトを連系するHVDC(⾼圧直流送電)連系線
「SuedLink DC 4」向けに、⾃励式HVDCシステム「HVDC LightⓇ」を含む⼆カ所
のHVDC変換所と連系線の障害検出の⾼速化を図る三カ所のケーブルセクションス
テーションを受注しました。

SuedLink DC 4は、ドイツの500万世帯の電⼒需要に相当する2,000MWの電⼒*1
を、525kVで550kmにわたり地中送電します。これにより、北部の風⼒発電による
電⼒と南部の太陽光発電による電⼒を効率よく相互に送電することが可能になり、ド
イツ政府が掲げる、化⽯燃料の使⽤量を削減し2045年までにカーボンニュートラル
を達成する*2という目標に貢献します。

⽇⽴エナジーのグリッドインテグレーションビジネスユニット担当役員であるニクラ
ス・パーソンは、「ドイツにおける再⽣可能エネルギーおよびカーボンニュートラル
への転換に向けた極めて重要なプロジェクトにおいて、当社が重要な役割を担えるこ
とを誇りに思います。HVDC Lightは、陸上ならびに洋上再⽣可能エネルギーの⼤規
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模な送電を可能にする技術です。」と述べています。

SuedLink DC 4 HVDC連系線

TenneTのCOO*3であるティム・マイヤーユルゲンスは、「SuedLinkは、ドイツにおけ
るエネルギー転換を⽀える主要プロジェクトです。⽇⽴エナジーと共に、この重要な連
系線の実現に向けて取り組みます。」と述べています。

⽇⽴エナジーは、⼤規模な再⽣可能エネルギーの連系を⽀援し、ドイツのエネルギー転
換に向けた取り組みに貢献するソリューションを複数受注しています*4。これまでに、
ドイツ・ノルウェー間を初めて連系する容量1,400MWのHVDC国際連系線NordLink*5
や、ドイツ沖の洋上風⼒発電所を連系する容量900MWのHVDC連系線DolWin5*6、ド
イツとデンマークの送電網とバルト海の⼆つの洋上風⼒発電所を連系するKriegers Flak
Combined Grid Solution*7向けにHVDC変換所を受注しました。また、より多くの再⽣
可能エネルギーをドイツの北部から南部に送電するための電⼒品質ソリューションを提
供しています。

*1出典: SuedLink - TenneT(英語)

*2出典: Climate Change Act: climate neutrality by 2045. (bundesregierung.de)
(英語)
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で
、
そ
も

そ
も
の
海
水
量
が
少
な
い
。

縦
ず
れ
が
起
き
た
場
合
の
想

定
値
は
当
初
4
・
7
M程
度

だ
っ
た
が
、
土
砂
が
海
底
に

崩
れ
落
ち
、
押
し
上
げ
る
と

い
う
最
悪
の
場
合
を
計
算
す

る
と
最
大
値
8
・ロ
M
だ
っ

た
。海

抜

6
M
の
福
島
と
違

い
、
伊
方
は
海
抜
叩
M
に
あ

り
、
非
常
用
電
源
も
高
台
に

あ
る
の
で
津
波
に
関
し
て
は

福
島
と
同
じ
こ
と
は
起
こ
ら

な
い
。
た
だ
し
揺
れ
の
リ
ス

ク
に
つ
い
て
は
同
様
の
問
題

が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ

る
。当

初
、
非
常
に
関
心
を
持

っ
た
の
が
福
島
原
発
の
各
原

子
炉
で
、
ど
れ
だ
け
の
基
礎

岩
盤
に
お
け
る
基
準
地
震
動

が
実
測
さ
れ
た
の
か
だ
。
最

大
の
揺
れ
は
福
島
2
号
機
の

5
5
0
Fと
い
う
計
測
値
。

福
島
は
基
礎
岩
盤
の
上
に
堆

積
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
の

で
多
少
大
き
い
数
字
が
出
る

が
、
伊
方
は
岩
盤
が
強
い
の

で
そ
の
ま
ま
の
数
字
。
伊
方

は
当
時
5
7
0
Jに
耐
え
ら

れ
る
設
計
で
、
こ
の
基
準
地

震
動
の
範
囲
に
は
収
ま
っ
て

い
た
が
余
裕
が
必
要
と
し
て

独
自
の
揺
れ
対
策
強
化
に
踏

み
切
っ
た
。

伊
方
は
津
波
の
心
配
が
な

い
の
で
重
要
な
の
は
揺
れ
対

策
と
暴
走
を
止
め
る
た
め
の

最
後
の
と
り
で
で
あ
る
電
源

対
策
。
こ
の
2
点
が
鍵
を
握

っ
て
い
た
。

一
方
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
も
考
え
た
。
日
本
は

資
源
が
な
い
た
め
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
い
う
観
点
で
弱
点
が
あ

る
。
一
つ
は
自
国
で
資
源
を

賄
え
な
い
、
も
う
一
つ
は
四

方
が
海
に
固
ま
れ
て
い
る
弱

さ
だ
。ド
イ
ツ
の
よ
う
に
「原

発
か
ら
の
脱
出
」
と
い
え
る

の
は
、
陸
続
き
の
他
国
か
ら

(1
面
参
照
)

送
電
線
で
電
力
を
買
い
取
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら
。
日
本

は
で
き
な
い
。

一
つ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

に
偏
る
リ
ス
ク
の
高
さ
を
2

度
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
学

ん
だ
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多
様

化
が
日
本
の
一
つ
の
方
向
性

だ
っ
た
。

原
発
事
故
以
降
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
へ
の
関
心
が
高
ま

る
中
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

賄
え
な
い
か
と
い
う
議
論
が

起
こ
っ
た
。
原
発
は
絶
対
安

全
な
も
の
で
は
な
い
。
単
純

に
間
わ
れ
れ
ば
、
な
い
方
が

い
い
。
そ
れ
が
理
想
だ
と
私

も
思
う
。

他
方
で
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
事
情
を
鑑
み
る
と
、
原
子

力
発
電
に
代
わ
り
得
る
コ
ス

ト
、
出
力
、
安
定
供
給
と
い

う
3
条
件
が
満
た
さ
れ
た
代

替
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
見
つ
か
る

ま
で
は
、
そ
の
時
代
の
最
新

の
知
見
に
基
づ
く
安
全
対
策

を
施
す
中
で
向
き
合
っ
て
い

か
ざ
る
を
得
な
い
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
議
論

の
中
で
、
い
ろ
い
ろ
挑
戦
し

た
。
例
え
ば
太
陽
光
発
電
。

松
山
市
に
も
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

発
電
所
が
設
置
さ
れ
て
い
る

が、

7
万
平
方
M
と
い
う
膨

大
な
土
地
を
提
供
し
た
。
土

地
に
パ
ネ
ル
を
敷
き
詰
め
る

の
で
設
置
と
同
時
に
土
地
は

死
ぬ
。
7
万
平
方
が
を
犠
牲

に
し
て
、
現
在
の
技
術
で
得

ら
れ
る
出
力
は
4
千
詰
程
度

だ
。
風
力
は
大
き
い
も
の
で

1
基
3
千
詰
の
出
力
が
現

状
。
火
力
は
古
い
も
の
で
も

日
万
j
m
万
潟、

最
新
は
印

万
詰
。
原
発
は
古
い
も
の
で

印
万
話
、
新
し
い
も
の
で
1

3
0
万
誌
と
桁
が
全
く
異
な

る
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
理

想
だ
が
、

今
の
技
術
で
は
出

力
も
安
定
供
給
も
コ
ス
ト
の

面
で
も
非
常
に
厳
し
い
。

ド
イ
ツ
は
ロ
兆
円
の
国
費

を
投
入
し
、
叩
年
以
上
か
け

て
太
陽
光
発
電
を
進
め
た

が
、
全
電
源
に
お
け
る
供
給

比
率
は
数
パ
ー
セ
ン
ト
。
買

い
取
り
価
格
が
高
く
設
定
さ

れ
た
た
め
電
気
料
金
が
上
昇

し
、
国
民
が
限
界
を
訴
え
て

2
i
3年
前
に
買
い
取
り
価

格
を
半
減
す
る
と
い
う
、
や

む
を
得
な
い
措
置
に
転
じ

た
。脱

原
発
、
原
発
依
存
低
下

の
道
の
り
に
は
出
力
、
コ
ス

ト
、
安
定
供
給
の
条
件
を
満

た
す
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発

が
必
須
条
件
だ
。
蓄
電
技
術

も
合
め
国
の
責
任
で
対
応
し

て
ほ
し
い
。

将
来
、
再
稼
働
の
話
が
浮

上
し
た
際
に
は
原
子
力
政
策

を
つ
か
さ
ど
る
国
の
方
針
、

事
業
者
で
あ
る
四
電
の
姿

勢
、
県
民
の
議
論
の
三
つ
を

柱
に
し
て
、
そ
し
ゃ
く
し
て

最
終
判
断
す
る
と
4
年
前
に

公
表
し
た
。

実
際
の
要
請
が
来
る
ま
で

の
問
、
知
事
の
役
割
は
何
か

と
考
え
た
。
県
民
が
冷
静
か

っ
深
く
議
論
で
き
る
よ
う
国

の
姿
勢
や
方
針
、
電
力
事
業

者
の
姿
勢
を
ど
う
分
か
り
ゃ

す
く
引
っ
張
り
出
す
の
か
に

集
中
す
べ
き
だ
と
考
え
、
四

電
や
国
へ
の
独
自
の
要
請
を

一丁
っ
た
。

電
力
会
社
に
対
し
国
が
求

め
る
安
全
対
策
以
上
の
ア
デ

ィ
シ
ョ
ナ
ル
(
追
加
的
)
な

対
策
を
求
め
続
け
て
き
た
の

は
恐
ら
く
愛
媛
県
の
み
だ
と

思
う
。
8
項
目
の
中
身
を
説

明
す
る
。

福
島
の
事
故
直
後
、

四
電

第 1原発
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に
原
子
力
本
部
を
高
松
市
か

ら
速
や
か
に
松
山
市
に
移
転

す
る
よ
う
要
請
し
た
。
当
時

は
最
高
責
任
者
の
原
子
力
本

部
長
が
常
務
取
締
役
で
決
定

権
が
な
か
っ
た
。
現
在
は
原

子
力
本
部
が
松
山
市
に
設
置

さ
れ
原
子
力
本
部
長
は
副
社

長
が
務
め
て
い
る
。

二
つ
目
は
電
源
対
策
へ
の

こ
だ
わ
り
。
原
発
は
電
源
の

確
保
が
生
命
線
だ
。
国
は
事

故
以
降
、
全
て
の
発
電
所
に

移
動
式
の
大
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
の
設
置
を
求
め
た

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分

と
し
て
追
加
の
電
源
対
策
を

要
請
し
た
。
四
電
は
近
く
の

亀
浦
変
電
所
か
ら
新
た
な
送

電
線
を
設
置
し
、
全
て
に
耐

震
工
事
を
施
し
て
プ
ラ
ス
ア

ル
フ
ァ
の
電
源
を
確
保
し

た。
三
つ
目
は
福
島
2
号
機
で

5
5
0
Jが
計
測
さ
れ
た
以

上
、
さ
ら
に
余
裕
を
持
っ
た

追
加
工
事
を
実
施
す
べ
き
だ

と
い
う
要
請
。
お
お
む
ね
2

倍
の
千
〆
を
目
標
に
全
て
の

機
器
の
余
裕
度
を
計
測
し
、

千
ガ
ル
以
上
に
耐
え
得
る
補
強

工
事
を
実
施
す
る
よ
う
求
め

た。

3
号
機
は
叩
月
ま
で
に

全
て
の
工
事
が
完
了
。
専
門

家
の
確
認
も
頂
き
、
私
自
身

も
視
察
し
た
。

非
常
に
重
要
な
の
が

「隠

し
ご
と
は
さ
せ
な
い
」
と
い

う
県
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

愛
媛
方
式
の
報
告
連
絡
態
勢

は
、
原
発
内
で
起
き
た
さ
さ

い
な
こ
と
も
全
て
県
に
報
告

し
、
四
電
本
社
で
は
な
く
県

が
公
表
す
る
仕
組
み
だ
。
県

へ
の
報
告
を
怠
っ
た
り
遅
れ

た
り
し
た
ら
信
頼
関
係
が
一

気
に
崩
れ
去
る
と
い
う
緊
張

感
を
担
保
し
て
い
る
。

地
元
へ
の
説
明
会
。
こ
れ

に
は
い
ろ
ん
な
意
見
が
あ

し

使
用
済
み
燃
料
の
中
間
貯
に
電
力
事
業
者
が
責
任
を
取

蔵
の
在
り
方
を
、
国
の
責
任
り
、
そ
の
体
力
を
上
回
る
も

で
考
え
て
も
ら
い
た
い
。
最

の
は
国
が
援
助
す
る
と
あ

終
処
分
の
問
題
は
政
府
だ
け
る
。
文
言
に
よ
っ
て
主
体
性

で
な
く
国
会
議
員
全
員
が
考
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
議
論

え
る
課
題
。
答
え
を
見
つ
け
が
分
か
れ
、
非
常
に
不
安
を

出
す
の
が
政
治
の
責
務
だ
。

感

じ
て
い
た
。
電
子
力
政
策

そ
し
て
廃
炉
技
術
の
研
を
つ
か
さ
ど
る
国
の
最
終
責

究
。
福
島
で
の
廃
炉
に
向
け
任
、
そ
し
て
万
が
一
の
と
き

て
技
術
研
究
を
積
み
重
ね
て
の
覚
悟
と
責
任
を
直
接
、
一
言

い
る
と
は
思
う
が
、
福
島
原
葉
で
確
認
し
て
お
く
必
要
が

発
は
米
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
あ
る
と
思
い
、
国
の
原
子
カ

ト
リ
ッ
ク

(
G
E
)
社
の
沸
防
災
会
議
で
言
質
を
頂
い

騰
水
型
、
伊
方
は
三
菱
重
工
た
。

製
の
加
圧
水
型
。
構
造
そ
の

4
年
半
、
国
の
方
針
、
電

も
の
が
異
な
り
、
福
島
の
廃
力
事
業
者
の
姿
勢
を
引
っ
張

炉
経
験
を
加
圧
水
型
に
生
か
り
出
す
こ
と
に
没
頭
し
た
。

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ど
の
そ
し
て
隣
接
市
の
八
幡
浜
市

原
発
も
い
つ
か
は
廃
炉
に
す
が
住
民
の
意
見
と
議
会
の
議

る
も
の
。
加
圧
水
型
の
廃
炉
論
を
踏
ま
え
条
件
付
き
で
同

研
究
を
伊
方
で
行
っ
て
ほ
し
意
。
周
辺
5
市
町
に
は
条
件

を
挙
げ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ

経
産
大
臣
の
来
県
。
独
自
を
受
け
て
一
任
と
い
う
話
に

の
安
全
対
策
も
含
め
、
分
野
な
っ
た
。
先
般
は
伊
方
町
長

で
の
責
任
者
で
あ
る
経
産
大
の
同
意
、
県
民
の
代
表
で
あ

臣
の
現
場
視
察
は
欠
か
せ
な
る
県
議
会
で
方
向
性
が
示
さ

か
っ
た
。

れ
た

最
も
こ
だ
わ
っ
た
の
は
内
国
の
方
針
、
事
業
者
の
姿

閣
総
理
大
臣
の
直
接
的
な
発
勢
、
住
民
の
議
論
を
踏
ま
え

言
。
原
発
の
賠
償
法
を
見
る
て
今
回
の
結
論
に
至
っ
た
こ

と
、
万
一
の
と
き
に
は
第
一
と
を
報
告
す
る
。

力
規
制
委
員
会
に
申
請
し
方
原
発
の
)
燃
料
プ
ー
ル
に

て
い
る
。
審
査
過
程
で
羽
年
は
し
ば
ら
く
保
管
で
き
る
容

制
限
の
運
用
に
つ
い
て
具
量
が
残
っ
て
お
り
考
え
て
い

体
的
な
基
準
が
明
ら
か
に
な
く
。

ろ
う
と
思
う
。
技
術
面
や
、

追
加
投
資
な
ど
経
済
面
と
い

っ
た
多
角
的
な
視
点
で
判

断
し
た
い
。
伊
方
1
号
機
も

現
段
階
は
白
紙
で
、

2
0
1

6
年
度
上
期
に
は
判
断
す

る
。

る
。
住
民
も
い
る
が
他
県
の
八
つ
目
は
異
常
時
の
隼
宋

方
も
ど
ん
ど
ん
来
て
賛
成
派
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
。
伊
方
は

・
反
対
派
の
動
員
集
会
の
様
福
島
の
よ
う
に
地
下
水
が
大

相
を
呈
し
た
ケ
l
ス
が
あ
っ
量
に
流
れ
出
る
こ
と
は
な
い

た
。
本
来
の
説
明
の
趣
旨
か
が
、
険
し
い
地
形
の
た
め
作

ら
す
れ
ば
、
一
番
真
塾
(
し
業
に
一
抹
の
不
安
を
感
じ
て

ん
し
)
な
説
明
は

一
軒

一
軒
い
た
。
既
に
場
所
の
選
定
が

へ
の
訪
問
。
四
電
に
は
、
加
終
わ
り
、
実
施
に
移
し
て
い

キ
ロ
圏
域
の
2
万
8
千
戸
の
家
た
だ
く
。

庭
を
回
り
、
厳
し
い
意
見
も
次
に
、
国
に
対
す
る
独
自

含
め
て
全
て
公
開
す
る
と
い
の
要
請
だ
。
ま
ず
は
大
洲
八

う
要
請
を
し
た
。既
に
6
回
、
幡
浜
道
路
の
整
備
の
促
進
。

戸
別
訪
問
を
実
施
し
て
い
ス
ム
ー
ズ
な
避
難
に
も
つ
な

る
。

が
る
の
で
優
先
順
位
を
高
め

伊
方
1
号
機
の
確
認
試
験
て
ほ
し
い
。
こ
れ
に
は
前
向

片
の
前
倒
し
も
行
っ
た
。
伊

き
な
答
え
を
頂
い
て
い
る
。

方
1
号
機
よ
り
古
い
原
発
で
次
に
大
分
県
の
避
難
訓
練

試
験
片
を
取
り
出
す
時
期
を
へ
の
協
力
。
避
難
は
終
わ
り

迎
え
、
温
度
が
上
昇
し
て
い
な
き
対
応
で
、
考
え
ら
れ
る

た
。
1
号
機
の
試
験
片
は
ま
最
高
の
避
難
計
画
を
練
り
、

だ
取
り
出
す
時
期
で
は
な
か
実
施
し
、
検
証
し
て
足
り
な

っ
た
が
、
取
り
出
し
を
早
め
い
点
を
改
善
す
る
こ
と
を
延

る
よ
う
要
請
。
結
果
、
原
子
々
と
繰
り
返
す
。
大
分
県
ヘ

炉
の
不
純
物
の
混
入
率
が
異
の
避
難
は
国
が
全
面
的
に
ゃ

な
っ
て
い
た
の
で
温
度
上
昇
っ
て
ほ
し
い
。
日
月
に
は
大

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
分
県
へ
の
避
難
も
合
め
た
大

七
つ
目
は
県
内
全
市
町
ヘ
々
的
な
避
難
訓
練
が
実
施
さ

の
非
常
通
報
連
絡
情
報
の
提
れ
る
。

供
。
県
内
市
町
か
ら
要
請
が
作
業
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を

あ
り
、
態
勢
づ
く
り
を
依
頼
国
と
し
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
た
。

し
て
ほ
し
い
。

初
日
、
県
庁
で
会
見
し
た

四
国
軍
力
の
佐
伯
勇
人
社
長

と
報
道
陣
と
の
主
な
や
り
と

り
は
次
の
通
り
。

ー
足
元
同
意
を
得
た
。

we--}、
伊
方
町
長
に
立
地

自
治
刊
の
首
長
と
し
て
大
変

重
い
判
断
を
し
て
い
た
だ
い

た。

2
号
機
の
再
稼
働
へ
あ

ら
た
め
て
気
を
引
き
締
め
て

い
る
。
全
て
の
関
係
者
と
県

民
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
県
と
町
か
ら
の
要
請

事
項
を
重
く
受
け
止
め
、
安

全
性
ど
信
頼
性
の
向
上
ヘ
不

酬棚M
剛

断
の
努
力
を
重
ね
る
。

l
再
稼
働
時
期
の
見
通

し。
国
の
工
事
計
画
審
査
や
現

地
で
の
安
全
対
策
工
事
完

了
、
使
用
前
検
査
と
い
っ
た

ス
テ
ッ
プ
が
残
っ
て
い
る
。

今
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
、
一

日
も
早
い
再
稼
働
を
目
指
す

と
い
う
以
上
の
こ
と
は
言
え

な
い
。-M刊

年
運
転
制
限
へ
の

1
、
2
号
機
の
対
応
方
針
は
。

関
西
電
力
が
三
つ
の
プ

ラ
ン
ト
の
運
転
延
長
を
原
子

ー
使
用
済
み
核
燃
料
の
処

理
問
題
に
ど
う
対
応
す
る

カ
青
森
県
の
燃
料
再
処
理
工

場
の
稼
働
が
定
ま
ら
な
い
中

で
、
中
間
貯
蔵
や
乾
式
貯
蔵

が
重
要
な
要
素
に
な
る
。
(
伊

事
故
時
の
責
任
は
。

ど
こ
に
最
終
的
な
責
任
が

あ
る
か
は
事
業
者
と
し
て
申

し
上
げ
る
立
場
に
な
い
。
私

ど
も
の
責
任
は
一
義
的
に
は

事
故
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
、

万
が
一
の
と
き
に
は
重
大
事

故
に
発
展
し
な
い
よ
う
食
い

止
め
る
こ
と
だ
と
考
え
る
。

被
害
が
生
じ
た
際
に
は
(
電

力
事
業
者
に
無
限
責
任
を
求

め
る
)
現
行
の
法
律
に
基
づ

き
対
応
す
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

F
M

局
6
社
が
出
席
。
今
治
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
放
送
の
黒
田
周
子
社
長

は
「
災
害
が
少
な
い
今
治
の
住

民
は
防
災
意
識
が
希
薄
な
傾
向

が
あ
る
の
で
、
意
識
向
上
ヘ
啓

発
し
て
い
き
た
い
」
、
宇
和
島

日。来年1月上旬ま

貰企業に通知し、表

3月中旬に予定。間

務局二電話03(5408) 

一
明

治

低

-
引

制

昨

町

-
の
を
正
川

」

面

去

引

寒

ι盛

下

方

一一
市

、h
抵
の

検

ら

央

田
橋

点

者

中

県
内
2
局
に

免
許
再
交
付

市
町
村
単
位
を
放
送
エ
リ
ア
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